
 
 

第２回紙飛行機大会 

 夏休みが明け、１学期の終業式の日に校長先生から、告げられた第２回紙飛行機大会が開催され

ました。大会が始まると、１・２年生の１４ｍ３３㎝に始まり、３・４年生は１８ｍ３４㎝、５・

６年生では２２ｍ２４㎝と、どの学年も昨年の記録を大きく上回る飛躍を見せてくれました。 

しかし、その記録以上に私の心を揺さぶったのは、指先から紙飛行機がふっと離れる「その一瞬」

の子どもたちの佇まいです。 

自分が作った紙飛行機をもち、大きく振りかぶり、やや

見上げる様に、白く小さな機体に想いのすべてを乗せるよ

うにして空へ解き放つ。手から離れた紙飛行機がすーっと

軌跡を描いていくのを見つめる子どもたちの瞳には、たっ

た一枚の紙に希望を託し、より遠くへと飛ばそうとする無

垢な情熱を感じることができました。風に乗って舞い上が

る白い紙飛行機と、それを見つめる子どもたちの輝くよう

な表情が、会場全体をあたたかな温もりで満たし、２学期

も臼田小学校の子どもたちの素敵な姿が見られそうな予

感をもたずにはいられない気持ちになったのでした。 

２学期始業式での校長講話より 

 夏休みの間、みなさんはどんなことを考えたり、発見したりしましたか。 

学校の勉強だけでなく、「なぜだろう」「どうしてだろう」と疑問をもち、自 

分で調べたり、人に聞いたり、考えたりした人もいるでしょう。 

 これからの学校生活でも、コスモタイムや教科授業での「探究的な学び」を 

大切にしてほしいと思います。そして、もう一つ大切にして欲しいのが友だちとの「対話」と友だ

ちとの「協働」です。言い換えるとひとりで学ぶのではなく、友だちや仲間と学び合うことです。

自分一人で考えるだけでなく、友達と話してみると、「そんな考え方があるんだ」と新しい発見が

あります。違う意見を聞くことで、自分の考えが深まることもあります。 

 この夏には、熊本で大きな地震が起きました。また、千葉県では豪雨による大きな災害も起きま

した。苦しく大変な中でも、互いに声を掛け合い、力を合わせて、困っている人を助ける姿があり

ました。 

学校での「対話と協働」も同じです。友達と力を合わせれば、一人では見つけられなかった答え

や、新しい方法を見つけることができます。そして、それをしっかりと声に出して、文字に表して

伝えていくことが大切です。 

 ２学期は、ぜひ「なぜ？」「もっと知りたい！」という気持ちを大切にしてください。そして、

友達の話をよく聞き、自分の考えを言葉にして伝え、みんなで力を合わせて学んでいきましょう。 

 一人一人の「問い」と、みんなの「力」が、学びを創ります。2学期も、一人一人が輝き、つな

がり、未来を拓いていけるよう、たくさん学んでいきましょう。 

ジョシュア・マイアー先生 

 １学期末をもって、本校から退任されたキャサリン先生に変わりまして、新たに

ジョシュア・マイアー先生をお迎えしました。この８月に来日したばかりの若々し

い力があふれる、やる気に満ちた先生です。 
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本気で学び、本気で関わる 秋から冬へ、子どもたちが創る「物語」 

夏休みを経ても１学期に見せてくれた子どもたちの輝きと、あの温かな余韻を残したまま、季節

は実りの秋、そして澄み渡る冬へと向かっていきます。 

学校という場所の素晴らしさは、一つの行事や学びを終えるたびに、子どもたちが確かな「変化」

と「成長」をその身にたたえ、また次の新しい物語へと踏み出していくことにあります。 

これからの季節も、各学年・全校で様々な教育活動が予定されています。 

・ 本物や地域社会と出会い、世界を広げる学び 

４年生の「社会科見学」、５年生の「米の収穫」や「SAKUメッセ見学会」、６年生の「社会科

見学、セイジオザワ子どものための音楽会」そして地域の賑わいとつながる「ぞっこんさく市へ

の参加（４年３組・５年２組・６年１組）」。教室の黒板の前だけでは味わえな

い「本物」に触れ、地域の中で自分の役割や社会の仕組みを実感する学びです。 

・ 歩みを進め、見聞と絆を深める体験 

大きな節目となる６年生の「修学旅行（東京方面）」や「劇団四季鑑賞会」、歩

く・動く中で発見を重ねる「１年生遠足」「２年生遠足」、そして仲間との豊かな

関わりを広げる「特別支援学級の校外活動」。見知らぬ景色の中で仲間と寝食を共にし、感性を揺

さぶられる体験は、子どもの内に一生ものの学びとなります。 

・ 表現し、響き合い、心を通わせる感動 

全校が音を重ね合わせる「全校音楽会」、一流の表現に触れる「全校音楽鑑賞教室」、そして校

内外を美しい響きで支えてくれている「金管バンドクラブ 金管ありがとうコンサート」。言葉を

超えて心を通わせる音楽の力は、子どもたちの関係性をより一層優しく、深いものにしてくれま

す。 

・ 自分自身の限界に挑み、しなやかな心と体を育む 

己の心と体に向き合う「４・５・６年マラソン大会」、そして信州の冬ならでは

の風物詩である「スケート教室（１・２年生）」。冷たい空気の中、自分のペースで

一歩一歩前へ進む経験は、どんな壁に出会っても諦めないたくましさを育みます。 

・ コスモタイム物語（ストーリー）」 

  昨年度から「生活科、総合的な学習の時間」の学習を本校では「コスモタイム」と名付けて各

学級が、特色ある探究的な学びを進めています。２月 12日には、CosmoTimeFesとして、地

域公開、全校参観日を行う予定です。２学期は、それぞれの学級が、自分たちの問いをもち、問

い続け、問い直していく。そのような学びのサイクルを繰り返し「コスモタイム物語（ストーリ

ー）」となっていくことでしょう。保護者の方や地域の方に力や知恵を貸していただくこともある

かと思いますが、その際は、ご協力や応援をしていただけると幸いです。 

どの行事、どの体験、どの学びも、単なる「スケジュールをこなす作業」ではありません。完

成度といった「目に見える結果」以上に、そこに至るまでに子どもたちがどう考え、どう壁を乗

り越え、どう他者と本気で関わり合ったかという「プロセス」の中にこそ、真の教育価値が存在

します。大人があらかじめ用意した枠組みに子どもを当てはめるのではなく、子どもたち自身が

「自分たちの手で自分たちの物語を創り上げている」という実感をもてるよう、私たち教職員も

子どもたち一人一人の内面のドラマに寄り添い、丁寧に見守ってまいります。 

保護者の皆様、地域の皆様には、今後とも子どもたちの挑戦と成長を温かい眼差しで支えてい

ただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

「いってきます。」「いってらっしゃい。」 

「行ってきます」「行ってらっしゃい」。毎朝玄関で交わされるこの何気ない言葉には、実は深い

意味が込められています。語源を紐解けば、「行ってきます」は「必ずこの場所へ無事に戻ります」

という大切な人への誓い。「行ってらっしゃい」は「どうか無事で帰ってきて」という切実な祈り

そのものです。玄関で交わされる一言は、互いの絆を確かめ合う小さなドラマです。毎日の「行っ

てらっしゃい」の温かな祈りに包まれながら、子どもたちは今日も前を向いて一歩を踏み出してい

ます。保護者の方や地域の皆さん、毎朝の「いってらっしゃい」の一言、ありがとうございます。 


